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１ 課題を取り上げた背景

中越森林管理署在勤時に新潟県中越流域における森林・林業の再生に貢献するためにフォ

レスター活動を試行錯誤しながら取組みを行ったことについて、活動報告をするとともに平

成２５年度資格認定された森林総合監理士（フォレスター）として今後の活動の継続性を有

言実行化するためです。

２ 具体的な取組

はじめに森林総合監理士（以下フォレスターとする）について簡単に説明します。

林野庁ＨＰには、「森林づくりと林業・木材産業の活性化に向けたビジョンの作成をし、

関係者の合意形成を図り、取り組みを進めていく、地域の森林・林業の牽引者」とされてい

ます。

具体的には、「市町村森林整備計画の作成・変更の支援、森林経営計画を作成しようとす

る森林所有者等への指導・助言等」を行うとされています。

この活動を行うには、都道府県フォレスターと国有林フォレスターの連携が必要で、都道

府県フォレスターは、市町村へ行政上の指導を、国有林フォレスターは技術面での支援をす

ることで連携した取り組みが求められています。

このような制度ができたからといって、市町村や森林所有者のほうから国有林フォレスタ

ーに支援を求めてくることはありません。

国有林フォレスターは、自ら考え、行動しなければならないということです。

そこで、考えたことが、以下の活動（准フォレスター時代の活動）です。

（１）活動その１「平成２４年度中越流域准フォレスター会議」

平成２４年度中越流域准フォレスター会議

を平成２５年３月２６日に開催し、県准フォ

レスターの活動状況、連携した取り組みがで

きないかを訊くこととしたものです。

県准フォレスターは森林経営計画、市町村

森林整備計画の支援を経常の業務としてお

り、私に対しては、「森林組合は、伐採搬出

の経験が浅いので、森林作業道開設の研修な

どで技術的支援をしたらどうか」とのアドバ

イスがあり、このことが活動その２につなが

ります。（写真－１） （写真－１）会議の様子



（２）活動その２「森林作業道現地検討会」

平成２５年度准フォレスター会議で話の

あった森林作業道現地検討会を平成２５年

８月６日に行いました。

検討会の狙いとして、集約化施業を想定

した伐採方法及び森林作業道選定の意見交

換、そこから得られる新しい考え方や技術

の学習と事業への活用で、対象者は准フォ

レスター、森林施業プランナー予定者、森

林組合等の作 業班長、路網作設オペレー

ター、市町村の森林・林業担当者などです。

検討場所は、平成２５年度素材生産事業

を行う国有林を民有林の集約化に見立て て、森林組合等総勢３１名で３班に分かれて

行いました。（写真－２）

参加者には、事前にこの区域図と林況、所有者の条件等を渡して、自分なりの施 業

計画を検討しておいてもらいました。（図－１）

検討結果について、各班の代表者から発表してもらい、質疑応答、講評を行いました。

（写真－３）

検討会の成果として、各森林組合と林業事業体の技術交流、経験豊かな現場技術員か

らの意見を聞くことができ、貴重な機会となりました。

検討会から１ヶ月後、素材生産事業が始まり、将来の森林施業を考慮した森林作業道

が開設されたことから、平成２６年度は、検討会での検討結果と実際の施業の比較検討

会を実施しました。

（３）活動その３「平成２５年度中越流域准フォレスター現地検討会」

平成２５年１０月１７、１８日、国有林のスギ複層林施業地と広葉樹導入を目的とし

たカラマツ人工林での間伐による素材生産事業実行箇所で施業の検討を行い、現地検討

後、当該箇所を請け負った林業事業体に立ち寄り、民有林での素材生産状況や補助金に

（写真－２）検討の様子

（図－１）検討場所の区域図 （写真－３）検討結果発表



頼らない会社経営などの話を聞くことができました。

次回は民有林で施業の検討を行う機会を予定しています。

（写真－４）、（写真－５）

（４）活動その４「森林整備推進協定の締結」

森林整備推進協定は、国有林フォレス

ターとして民有林に関わり易い手法と捉

えており、森林整備推進協定による森林

共同施業団地設定と民有林の集約化につ

いて、機会ある毎に県や町に働きかけて

きましたが、「いい話だよね」で終わって

しまいます。そこで、署長、県地域振興

局長、町長のトップ同士で話し合いをし

てもらい、トップダウン方式により協定

締結に向けた折衝を開始しました。これ

が、県地域振興局長、町長へのプレゼン

テーションの企画書です。（図－２）

協定締結の提案として、テー

マを「成熟した森林資源の有効

利 用 と 森 林 の 多 面 的 機 能 の 発

揮」、施業団地の事業量は、「民

国合わせて、間伐を主として４

０．３ｈａ、１２，４００㎥」、

協定期間は作成した段階では、

平成２５年１０月から平成３０

年３月３１日としています。（図

－３）

協定場所を新潟県の全体を示

しながら説明します。

中越流域はちょうど真ん中に

位置し、長野、群馬、福島県に

（写真－４）カラマツ林 （写真－５）スギ複層林

（図－２）企画書表紙用

（図－３）提案



接しており、協定場所は、中越流域

の最南端かつ最上流部に位置してい

ます。（図－４） 締結しない場合の

収支の説明として、民有林に路網の

開設が必要なことから県・町合わせ

て１，４８０万円の支出で大きな赤

字になります（図－５）

協定締結した場合、路網の開設

が無い分、県・町合わせて１，１６

０万円の収入が得られます。（図－６）

平成２５年６月１８日に開催した中越流域を管轄する長岡地域振興局と南魚沼地域振

興局、民国連絡会議の様子

で、午前の会議で森林共同

施業団地について説明し、

午後は、現場を案内しまし

た。（写真－６）

左下の椪山の写真は、森

林共同施業団 地設定に向

けて千㎥ほどストックでき

る土場を今年度の素材生産

事業で新設し、当署の本気

度を示しました。おかげさ

まで、平成２６年３月３日

に「湯沢町森林整備推進協

定」を締結することができ

ました。

（図－４）位置図

（図－５） （図－６）

収支差
７２６，０００－０＝ ７２６，０００円

１０，８８６，０００－０＝１０，８８６，０００円
計１１，６１２，０００円

＊県行造林地は伐採・返地後の新植経費が必要

想定条件

＊町有林・県行造林を同一業者へ販売

＊作業道作設・修繕経費は立木買受業

者負担

・国有林内

既設作業道：５４０ｍ（修繕２０万円）

・町有林まで

新設作業道：８０ｍ（８万円）

・県行造林地まで

新設作業道：９００ｍ（９０万円）

・町有林間伐収入

間伐面積２．５ｈａ

材積５４６㎥

販売収入７２６，０００円（１，３３０円／㎥）

・県行造林地収入

皆伐面積５．３ｈａ

材積３，９９１㎥

販売収入１０，８８６，０００円（２，７２８円／㎥）

協定締結の場合

（写真－６）



（５）活動その５「森林整備推進協定の締結」

森林整備推進協定内での民有林の提案型

集約化施業を取りまとめようとするもの

で、これは、三俣地区への配付資料です。

（図－７）

この森林づくりの提案を三俣地区にする

にあたっては、この地区に精通した地元林

業事業体から十分根回しをしてもらい、平

成２５年１２月４日に区長へ説明に行き、

地区の集会で説明会したいと申し出たとこ

ろ、冬の間は豪雪のため集会を開かないと

のことでしたので、この配付資料の回覧だ

けお願いしました。初めて見る方にもわかり易すいよう、表現をできる限り簡潔にして

あります。（図－８、９）

（図－８、９）

（図－７）



配付資料の最終ページには、簡単な

挨拶を記載し構成されています。

（図－１０）

平成２６年９月２５日に湯沢町三俣

地区公民館において、森林施業プラン

ナー受験者と湯沢町役場担当者と私の

三名で、提案型集約化施業説明会を実

施し、２７名中、２６名の同意を得ま

した。

これは、集約化区域内の１級河川の

水無川で、融雪期以外は左上の写真の

ように渇水していますが、大型の雨台

風が続くと左下及び右側の写真のとおり川が暴れます。

これを抑えないと森林整備

に支障をきたしますので、次

に説明する三俣地区の町づく

りと一体感のある遊歩道等の

機能を兼ね備えた河川整備を

河川行政と連携して取り組む

ことも必要です。（写真－７）

三俣地区は、かつて江戸と

越後を結ぶ三国街道の宿場町

として栄え、旧街道筋には、

新潟県文化財に指定されてい

る諸大名が宿泊した旅館があ

ります。

また、町づくり協議会を立

ち上げていて、その一環で街

道の湯や道の駅が整備されて

います。（写真－８）

この町づくりと一体となっ

た森林整備ができればいいな

との思いも話させていたきま

した。

このような形で地域に関

わり貢献していくのも、これ

からの我々フォレスターの役

割の一つではないかと思いま

す。（図－１１）

（図－１０）

（写真－７）

（写真－８）



さて、提案型集約化施業

は、森林施業プランナーの

役割でありますが、当該地

区にはいません。そこで、

林業事業体にお願いして森

林施業プランナーを育成し

ながら、と言うよりは、新

米のフォレスターである自

分と共に勉強しながら提案

型集約化施業を進めている

ところです。

３ まとめ

この湯沢町における取り組み

を中越流域のモデル事業として

位置づけて中越流域内の森林・

林業の再生・活性化につなげた

いと考えているところです。

私のフォレスターとしての活動は始まったばかりですが、夢のある構想を抱き、地域の皆

さんと連携して、構想の実現に向けてＰＤＣＡサイクルに基づいて活動を継続していきます。

とにかく行動を起こすこと、黙っていては、動かなくては、物事は進みません。

以上で活動報告を終わります。

（図－１１）




